
グランプリ　絵・言葉 石居麻耶《春、再び》（掲載作品）、《夢待ちの花》
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やわらかな風が吹いてきて、
遠く追いかけていたものがいつの間にか
すぐ隣で花を咲かせています。
風に背中を押されるように一歩踏み出し、
空にかざした手の先に触れた舞い降りる花のひとひらを
手のひらで静かに受け止めていました。
はじまりの季節はそんなふうにして訪れる気がします。

今年も桜を見に来ました。

花の名前は、花を心の眼で見るためには
頭の片すみに置いておくくらいに
思っていてもよいのかもしれません。
名を知ればそれはいつもの同じ花と思って
見過ごしてしまうものもあるのです。

変わりゆくものと変わらないもの。
同じだけれど同じではない
その花の新しい姿を今一度心に映しておくために。

「雲の上はいつも、晴れ」
明日のことは分からなくても、
またこの桜を見たいという気持ちが
再びの春へと心を向かわせます。

＊最終日は16時閉場

松坂屋上野店７階 
美術画廊、アートギャラリー
主催：「絵と言葉のチカラ展」実行委員会　

協賛：

協力：

HPはこちらのQRコードから

2023年4月12日水⇨18日火



第 2 回「絵と言葉のチカラ」入選作品展 開催趣旨

　「絵と言葉のチカラ展」は、2019 年に 41 歳で亡くなった実業家、河合伸子氏の遺志を
受け、家庭の事情等により、困難な生活を強いられた子どもを支援する「NOBUKO基金」
（公益財団法人パブリックリソース財団内に設置）の補助事業として、2021 年に発足した
公募展です。本展は「絵と言葉の融合する表現」を学生からプロのアーティストまで、幅広く
募集し、新しい表現ジャンルを育てようとするものです。
　大反響だった初回に引き続き第 2回展は、昨年以上に絵と言葉の融合する表現を掘り
下げた作品が目立ちました。齊正機（日本画家）、山下裕二（美術評論家）、𠮷田晃子（「芸
術新潮」事業部長）の３氏が審査を行い、応募作品 425 点から画像によ1次審査を通過
したのが 124 点、実際の作品による２次審査を通過した 54 点が入選、その中から受賞者
を選びました。本展では入選作品の全てを展示致します。作者達の思いの込もった個性豊
かな作品から、是非、内なるチカラ、思いの深さを感じていただけたら幸いです。

◉ 入選者（受賞者以外、50音順）
秋山謙二、有田 巧、池上武男、鵜飼義丈、内田喜久子、S.muto、大石恵子、大橋春菜子、
大森梨紗子、大脇勇人、岡部良平、片桐聖子、勝倉大和、鴨下 潤、川畑聡美、河邉雅子、
北口久人、栗山広直、笹岡照子、柴田光恵（絵）× 伏見浩之（言葉）、渋澤円花（絵）×
早川弓可（言葉）、清水明美、白井由美、仙波サクラ、立花大聖、TANAKA AZUSA（絵）×
木田昨年（言葉）、ＣＨＩＥ、寺崎城介、照沼敦朗、冨田淳、樋口ナオミ、ベルトン ジェイミー、
Bonlight、松永知久、水野政雄、村山建司
＊入選者の絵と言葉は4月12日より本展のHP上に掲載されます。

会場アクセス
松坂屋・上野店　〒110-8503　東京都台東区上野3丁目29番5号　電話 03-3832-1111（代表）
JR御徒町駅より徒歩2分、東京メトロ銀座線上野広小路駅直結、日比谷線仲御徒町駅より徒歩3分、都営大江戸
線上野御徒町駅より徒歩1分（銀座線 上野広小路駅へ連絡）、京成電鉄京成上野駅より徒歩7分
【営業時間】３階～8階 10時～18時30分 ※本館地下1階・1階（食品・化粧品・アクセサリー・北口イベントスペース）10時～20時、中2階
～2階 10時～19時　※営業時間・イベントの内容は、予告なく変更する場合がございます。最新の情報は松坂屋上野店ホームページをご覧ください。

「絵と言葉のチカラ展」実行委員会事務局
〒227-0061 神奈川県横浜市青葉区桜台34-3 フラッグ青葉台101号
https://www.nobuko-art.com　E-mail contact@nobuko-art.com

NOBUKO賞　横山芙實 《母子像》

審査員賞

佳作賞

山下裕二賞
片山 勝 《通り過ぎた街角》

「芸術新潮」賞
谷口朋栄 《まぶたの裏》

上野松坂屋賞
山下健一郎 《月ノ輪会議》

小川貴寛(絵)×中川朝子(言葉)《命の光》 柴田明宏 《愛夜行路》 野上 悟 《夏の始まり》 福永智子 《いつかの夏》

齋 正機賞　倉田和夫(絵) ×香織(言葉)
《BREAD・136》、《BREAD・137》（掲載作品）

◎ 特別展示

本展シンボル・アー
ティスト、齋 正機氏の
新作《コタツ天国》も
会場に展示されます。


